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学生、市民の諸君に、共産同（全国委員会）機

関紙「峰火」の定期購読を呼びかけます。

まず、最早古い話とはいえ、
７
‐年秋期間争の

渦中での我が同盟編集局の一時的な組織混乱―

弱化の為、多くの支持者諸君や、労働者諦君と

の信頼の絆である同盟機関紙が、不定期発行と

なってしまい、多大の御迷惑をかけたことを、

深く自己批判しておきたいと思います。

そして、まだまだ不充分とはいいながら、新

編集局体制の下に２
，

号以降の連続的発行によ

り、その信頼関係は急速に回復されており、「

峰火」が、真に革命の勝利を願う多くの戦聞的

諸君の間で、不可欠の、又巨大な武器としての

重要性が、増々大きくなりつつあることを、全

ての諸君と共に確認しておきたいと思います。

今後とも我々は、組織破防法攻撃、自色テ●

ル等々の権力の階級的憎悪むき出しの、どの様

な攻撃＝弾圧にさらされようとも、心ある全て

様

号から第　　　号までの代金

円確かに領収しました。

共産主義者同盟（全国委員〈こ

勝利を切り開いてゆく覚悟でいます。

そしてその勝利の為に、従来のルーズな、「

公然たる配布」中心から、砂にしみこむ水の如

く、音も、そして目立った動きもなく、そして

確実な「非公然の、組織的な配布網一中心へと

徹底的に移行させてゆくことを、全ての支持者

諸君の協力の下、断固獲ち取ってゆきたいと思

います。

全ての支持者諸君、労働者、学生、市民り諸

君に断固とした協力をお願いしたいと思いま・

尚、「峰火」は基本的に毎月５

，”曰発行の

予定です。（毎号四ベージ）

購読料は左記の通りです。

２
０回分―一五〇〇円

３
０回分―二〇〇〇円

（基本的に郵送とす）

共産同（全国委）

編　集　局

責任者

卜
●
中
ヨ`ト
ロ
"ト
ロ
HH==К

だ
い
…

==XX崎
。
・・

蜂火L

全ての我が同盟の支持者諸君、そして労働者、の諸君との絆を断固防衛し、発展させ、革命の

定期購読のお勧め
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